
ぼるけーのの会 一般社団法人100 年後の広島を創ろう委員会

視覚障がい者や高齢
者を対象に、パソコンや
スマートフォンなどの指導
や、設定のサポートを
行っている「ぼるけーのの
会」は「パソコンを上手に
使って便利に暮らしたい」
「音声アプリの使い方を
教えて欲しい」など、必要としている人たちの思いに応え、少し
でも社会に貢献したいと令和5年4月に設立。現在、視覚障が
い者5人、健常者7人のボランティアスタッフで運営しています。
活動は、ほぼ毎週火曜日に勉強会、第二土曜日に定例会と
勉強会を行っていますが、要望に応じて臨機応変に対応して
います。視覚障がい者には、音声ガイド対応のアプリのインス
トールや使い方のレクチャーをはじめ、外出時に役立つアプリ
は、利用者と一緒に実際に外へ出て実践するなど、その人に
合った支援を活動の基本としています。
「私たちは、まだできたばかりの小さい組織。だからこそきめ
細やかなサポートができると思っています。分からないことがあ
ると億劫になり、そのまま手放してしまいたくなるけれど、ちょっ
とした工夫で心地良い環境が作れるんです。例えばパソコン

のマウスポインターが見えづらくなって不便を感じているのなら、
ポインターのサイズを大きくすればいい。色を変えることだって
できる。たったこれだけの事で快適にパソコン生活を楽しめる
んです」。

それぞれの「困った」に寄り添いサポート
ボランティアスタッフのスキルアップも積極的に
実践
設立から1年で個別サポートは延べ47人、視覚障がい者へ

の講師派遣は21回、勉強会は51回に上ります。また、オンライ
ンも活用し、外出が困難な利用者にも対応しています。さらに、
利用者の要望に対応するため、常に新しい情報を知っておく
必要があるスタッフは、他団体の講習会や講座に参加して最
新情報や技術を持ち帰り、勉強会で共有し、会の底上げ、ス
キルアップに余念がありません。ボランティアといっても一方通
行ではなく、教える側にも発見があり、日々進化しているという
実感がある、と言います。
「障がいがあると、人との出会いが極端に少なくなる。出か
けたいのにそれができないもどかしさに苦しんでいました。この
会で、私のように諦めていた人たちの役に立ちたいと思ってい
ます」と辻村さんの力を込めた言葉に、強い意思を感じました。

▶代表　辻村 登美子さん
つじむら と こみ

特定非営利活動法人ホープスマイル

ひと・まち広島未来づくりファンドH㎡は、市民・企業・行政が力を
合わせて、市民のまちづくり活動を長期にわたり支え育てていくため
に設けられた基金です。私たちの住む広島のまちをよりよくしていく
ために、できるだけ多くの皆様からの寄付をお願いします。

振 込 先

口座名義 公益信託広島市まちづくり活動支援基金寄付金受入口
※手数料は自己負担となります。
※この公益信託への寄付に対し他の税の減免はございません。
※頂戴したご寄付は、毎月末日締めにて集計し、翌月の5日（休日
の場合は翌営業日）に基金へ寄付させていただきます。

寄 付 お 願 いの

Ｈ㎡
ひと・まち

広島未来づくり
ファンド

ふむふむ

（公財）広島市文化財団では、市民の皆さんの自主
的なまちづくり活動を支援し、市民、企業、行政の協
働によるまちづくりを推進するため、公益信託による
基金「ひと・まち広島未来づくりファンド（ふむふむ）」
を設けています。
この基金は、心豊かでいきいきとした市民社会づく
りを目指すため、市民の皆さんの自主的なまちづくり
活動に対する助成事業を行っています。助成先は、学
識経験者などで構成する運営委員会が公開審査会に
て決定し、運営に関する助言なども行い、まちづくり
活動の支援や拡大を図っています。
これまでの助成団体や助成額等については、（公財）
広島市文化財団ひと・まちネットワーク部のホーム
ページでご覧いただけます。

公益信託広島市
まちづくり活動支援基金

ひと・まち広島
未来づくりファンド

基金の愛称「H㎡（ふむふむ）」とは…【ひと（Hito）まち（Machi）広島
（Hiroshima）未来づくり（Miraizukuri）ファンド】の略で、頭文字（HM 
HM）をとって“ふむふむ”と読みます。［ひと］と［まち］をつなぎ、［広島］
の［未来］を創造するファンドで、みんなが“ふむふむ”と納得しながら共感
が広がっていくまちづくりをイメージしています。

Ｈ㎡ふむふむ

http://www.cf.city.hiroshima.jp/hitomachi/HP

▲利用者と実際に外でアプリを使用する様子

平成27年に発足した「一般社団法人100年後の広島を創ろ
う委員会」は、原爆慰霊碑横で半世紀余りも炎を絶やさない
「平和の灯」から採火した「かがり灯」を使い、広島から世界に
発信する、幽玄な伝統行事・文化・観光資源として「ひろしま
かがり灯の祭典」を根付かせるために活動しています。
8月5日の夜に、元安川沿いの原爆ドーム前で、翌日の原爆

慰霊の日に向けて、有志が手弁当で準備。イタリアのベネチア
をイメージしアメリカで行われている炎を使った行事「ウォー
ターファイヤーフェスティバル」をモチーフにしています。新型コ
ロナウイルス感染症拡大時期の令和2年は中止、令和3年は規
模縮小など、継続が危ぶまれた時期もありましたが、令和6年

は無事に10回目の
開催ができました。
かがり灯は、元安
川の上に小さな筏
を浮かべ、その上
に25個の籠を置き、
趣旨に賛同してく
れた人が書いた願
い札も入れて燃や
しています。

「元安橋のたもとで燃え盛るかがり灯には、原爆をはじめ、
戦争による犠牲者の慰霊・供養・追悼、平和への祈り・誓い、
希望・夢・勇気などが込められています。幻想的な情景の中
で炎を見つめる人々には、さまざまな思いを感じて欲しいと願っ
ています」と話す折笠さん。

平和・鎮魂・慰霊などの祈りが込められた
「かがり灯」を広島から世界へ
毎年、開催前年の秋頃から、中心メンバーが毎月1回集まり、

翌年の「ひろしまかがり灯の祭典」に向けて話し合いを行い企
画しています。過去には、国内外から約3,000人が集まり、鎮
魂歌を歌うセレモニーが終わり、灯を点けた瞬間は大きな歓声
があがったこともあったそうです。また参加した「ワンドロップ合
唱団」が、広島のみならず、日本各地、ニューヨーク、ハワイ、
イスタンブールなど世界各国を繋いで同時合唱を行い、広島
から世界へ平和の思いを発信しました。
「令和7年は原爆被爆80年を迎えます。混沌とする今の社
会だからこそ、もっと私たちの活動を多くの人たちに知ってもら
い、平和な社会へと繋げていきたいですね」と折笠さん。広島
だからこそできることを懸命に行い、祈りの時間を作っていきた
いと活動する皆さんの姿に平和の尊さを感じました。

▶代表理事　折笠 廣司さん
しひろおりかさ

地域の空き家を利用し、子どもたちの居場所作りを行う「特
定非営利活動法人ホープスマイル」は、令和元年7月に、地域
の多世代が集まって食事を共にすることで交流する場を作り、
孤食の高齢者を減らしたいとの目的で設立した「ふかわ子ども
食堂」が原点です。
「地域の会社の社員食堂が週末空いていて、そこの会社の
社長さんから一緒に子ども食堂をしてみませんか、とお声がけい
ただいたことがきっかけで、その厨房を借りて月に1回、私を含め
6人のスタッフでふかわ子ども食堂がスタートしました」と渡邊さん。
当初は、月に1回、日曜日のみでしたが、そのうち平日も、子

どもたちが学校帰りに立ち寄って宿題をしたり、遊べたりする
場所作りの活動に広がりをみせました。そういった活動が増え
るにつれ、自分たちの活動拠点を持ちたいと思い、地域の自
治会長から、空き家となっていた深川学区にある古民家を紹
介してもらったそうです。その古民家を改修し、地域の方と共
同で使うことに。また改修工事の費用は寄付を募り、令和6年6
月に念願の拠点が完成しました。

念願の拠点完成、さらに活動の幅が広がる
子育て支援や子どもたち向けの活動を
拠点完成後の主な活動の1つ目は、設立当初から継続して

いる、月に1回、日曜日に開催の
「ふかわ子ども食堂」。ボランティ
アスタッフが作った昼食を食べた
り、親子や子どもたちが遊べたり
する場所も用意しています。2つ
目は子どもたちの居場所「ホープ
ルーム」。毎週木曜日の放課後、
土曜日に開催しています。宿題をしたり、おやつや昼食作り、
レジンやスライムなどの工作遊び、広い庭でのバドミントンや
シャボン玉などさまざまなレクリエーションを行っており、深川学
区の子どもはもちろんですが、緑井地区や可部地区の子ども
も通ってくるなど、そのニーズは高まっています。また、高校生
と大学生のボランティアが、企画から準備、当日運営をした「夏
祭り」も実施。学生ボランティアも活動に積極的に参加していま
す。
「常時10人前後の子どもたちが通っていて、高学年が低学
年の面倒を見、思いやって仲良く過ごす姿を見ると嬉しくなりま
す」とほほ笑む渡邊さん。
今後は、子育て中の親子が集まる子育てオープンスペース

や、深川学区の子どもたちが誰でも自由に立ち寄れる遊び場、
不登校の子たちの居場所作りなどを予定しています。

▶理事長　渡邊 恭子さん
わたなべ きょうこ
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おもかわ

▲「ホープルーム」の様子

▲「ひろしまかがり灯の祭典」の様子

H㎡助成支援団体のご紹介
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情 報 の 森 指導を受け、練習やアンサンブル演奏
を重ねてきました。年の瀬を迎える中、
心豊かなひと時と若さ溢れる演奏をお
届けします。皆さまお誘いあわせの上、
ぜひご来場ください。
日　時  12月27日（金）
開演：午後 1時半  開場：午後 0時 45 分
場　所  JMSアステールプラザ（中区
加古町4 番 17号）中ホール
内　容  ［出演者］ジュニアウインド
オーケストラ広島、広島ウインドオーケ
ストラ
［指揮］下野竜也、山上孝秋
協　力  エリザベト音楽大学
主催・問合せ  ひろしま国際平和文化
祭実行委員会
☎ 082-245-0261  082-504-5658

二葉公民館からのお知らせ

Ⓐ【人権教育講座】憲法講座
日　時  12 月 21日（土）午後 2 時～
4 時
内　容  世界の平和構想と日本国憲法
の平和主義についてのお話
［テーマ］戦争違法化・軍備撤廃・人
権としての平和の視点から
定　員  25人（先着順）
対　象  どなたでも
参加費  無料
Ⓑ冬の科学教室
顕微鏡と万華鏡の仕組みについて、
実際に作って学んでみよう！光の謎や面
白さ、楽しさを体験してみよう！
日　時  令和 7年 1月11日（土）
午前 10 時～正午
内　容  顕微鏡と万華鏡作り
定　員  15人（先着順）
対　象  小学生（2 年生以下は保護者

同伴）
参加費  300 円（材料代）

※ⒶⒷ共通事項
場　所  二葉公民館（東区東蟹屋町 9
番 34号）
申込方法  12月1日（日）から受付開
始。来館または電話で下記申込先にお
申し込みください。ただし、定員にな
り次第締め切ります。
申込・問合せ   二葉公民館
☎ 082-262-4430  082-262-4451

吉島公民館からのお知らせ

大人も子どもも楽しめるゲームミュー
ジックの世界
ゲーム音楽の演奏を専門とする吹奏
楽団「プレイヤーズウインド広島」の演
奏により、吹奏楽ならではの壮大な世
界観をお楽しみください。
日　時  令和 7年 1月25日（土）
午後 1時半～3 時半
※開場：午後 1時
場　所  吉島公民館（中区吉島西三丁
目2 番 10 号）3 階大集会室
定　員  50人（先着順）
対　象  どなたでも
参加費  無料
申込方法  令和 7年 1月4日（土）午
前 9 時から1月22日（水）までに、来
館または電話で下記申込先にお申し込
みください。ただし、定員になり次第
締め切ります。
申込・問合せ  吉島公民館
☎ 082-246-4121  082-246-4127
共　催  なかちゃん音楽の輪実行委
員会

三滝少年自然の家からのお知らせ

Ⓐさたぼーのクラフト教室
自然木を使用したクラフトを通して、
三滝の里山の自然に親しむとともに親
子の絆や交流を深めます。
日　時  令和 7年 1月11日（土）
［午前の部］午前 9 時半～11時半
［午後の部］午後 1時半～3 時半
内　容  自然木を使った干支の置物

づくり
定　員  各回 20人程度（先着順）
対　象  小学生とその保護者
参加費  1 人 30 円と1作品につき150
円（保険料・材料代など）
申込方法  12 月1 日（日）から15日
（日）までに、電話で下記申込先にお
申し込みください。電話の受付時間は
午前 9 時から午後 5 時まで。
Ⓑ親子で星空観察＆夜景を楽しもう
in 三滝
天体望遠鏡などを使用して、家族
で一緒に星空や夜景を楽しんだり、
星空観察に必要な知識などを学んだ
りします。
日にち  令和 7年 1月25日（土）
午後 6時～ 8 時
内　容  星空についての講義、観察
など
定　員  20人程度（定員を超える場合
は抽選）
対　象  小学生以上の子どもとその保
護者（対象年齢未満のお子さんを連れ
て来ることはできません。）
参加費  1 人 50 円（保険料・資料代
など）
申込方法  当施設 HPにある「申込
フォーム」か「郵送」でお申し込みくだ
さい。郵送の場合、必要事項（事業名、
郵便番号、住所、電話番号、家族全
員の名前とふりがな、児童生徒は学校
名と学年）を記入し、110 円切手を貼っ
た返信用封筒（長形3号で宛先を記入）
を同封して下記申込先に申し込んでく
ださい。
申込受付期間  12月1日（日）～10日（火）
【必着】
Ⓒふれあいキャンプ
不登校児童生徒対象として、自然体
験活動や集団宿泊活動など普段できな
い体験を提供し、社会性や自立への力
を育みます。
日にち  令和 7年 2月13日（木）～
14日（金）
内　容  自然散策、クラフトなど
定　員  30人程度

ひと・まち広島未来づくりファンド
H㎡まちづくり市民活動展

広島のまちづくり、市民社会づくり活
動団体を支援するH㎡（ふむふむ）。助
成を受けた 7団体が、半年間の活動を
ロビー展でご報告します。
日にち  11月27日（水）～12月8日（日）
場　所  合人社ウェンディひと・まちプ
ラザ（まちづくり市民交流プラザ）南
棟 1階ロビー
内　容  助成を受けた7団体が作成し
た、中間時の活動状況を記載した資料
の展示
問合せ  （公財）広島市文化財団ひと・
まちネットワーク部管理課事業係
☎ 082-541-5335  082-541-5611

広島県ユニセフ協会からのお知
らせ

Ⓐユニセフ  ハンド・イン・ハンド募金
日　時  ①［広島］12月7日（土）午
後 1時半～3 時  ②［福山］12月15日
（日）午後 1時半～3 時
場　所  ①［広島］そごう広島店前（紙
屋町）、本通セブンイレブン前、福屋八
丁堀本店東側入口、元安橋東詰
②［福山］JR福山駅南口
内　容  街頭でのユニセフ募金の呼び
かけ
申込方法  ①は 12月4日（水）までに、
②は 12月12日（木）までに、二次元
コードからお申し込みください。電話、
FAX、メールでのお申し込みは下記の
問合せ先へ。
Ⓑユニセフ上映会「マザー・テレサと
その世界」
日　時  12月21日（土）①午前 10 時
半～  ②午後 2 時～
場　所  広島市映像文化ライブラリー
（中区基町 3 番 1号）

内　容  「ユニセフと地球のともだち」
（14分）と「マザー・テレサとその世界」
（55 分）の上映
※併せて、同1階多目的研修室におい
て、ユニセフのパネル「ウクライナ危
機から1年～紛争下の子どもを支える
ユニセフの緊急支援～」を展示します。
展示期間は12月17日（火）～12月
21日（土）午前 10 時～午後 8 時で
す。ただし、12月17日（火）は午前
11時から、21日（土）は午後4時まで。
鑑賞料  大人 380 円、シニア180 円（年
齢を確認できる証明書持参）、高校生・
小中高生は無料
※鑑賞料はすべて映像文化ライブラ
リーの収益であり、ユニセフの収益
ではありません。
申　込  不要。直接会場へお越しくだ
さい。

※ⒶⒷ共通事項
問合せ  広島県ユニセフ協会
☎・ 082-231-8855
MAIL unicef-hiroshima_06@theia.
ocn.ne.jp

広島プロミシングコンサート
2024

今年 6月の「第 45 回広島市新人演
奏会」で優秀演奏者に選ばれた4 名
が広島交響楽団と共演。若手音楽家
によるフレッシュな演奏と迫力ある生の
オーケストラを同時に楽しめる贅沢なク
ラシックコンサートです。
日　時  12月 4日（水）午後 6時半～
8 時半  ※開場：午後 5時 45 分
場　所  JMSアステールプラザ（中区
加古町4 番 17号）大ホール
内　容  ［出演者・曲目］
若林麗（ヴァイオリン／桐朋学園大学出
身）ショーソン：詩曲Op.25
惣福将之（サクソフォン／広島大学出身）
トマジ：サクソフォン協奏曲
加藤礼愛（ピアノ／広島大学出身）ショ

スタコーヴィチ：ピアノ協奏曲第 2 番ヘ
長調Op.102
北川綾音（ピアノ／エリザベト音楽大学
出身）ラヴェル：ピアノ協奏曲ト長調
［指揮］鈴木織衛
［管弦楽］広島交響楽団
入場料  一般2,500円（当日3,000円）、
小・中・高校生 1,500 円（当日1,800 円）
※全席自由
前売券販売所  エディオン広島本店、チ
ケットぴあ（Pコード：278-318）、ロー
ソンチケット（Lコード：62603）、JMS
アステールプラザ、各区民文化センター
（安佐北区民文化センターを除く）
主催・問合せ  （公財）広島市文化財団
企画事業課
☎ 082-244-0750  082-245-0246
HP  https://artscouncil-hiroshima.jp
後　援  広島市、広島市教育委員会、
中国新聞社、NHK 広島放送局、中
国放送、広島テレビ、広島ホームテレ
ビ、テレビ新広島、広島エフエム放
送、FMちゅーぴー76.6MHz、ちゅぴ
COM

ジュニアウインドオーケストラ
広島成果発表コンサート

“ジュニアウインドオーケストラ広島プ
ロジェクト”はひろしま国際平和文化祭
実行委員会が実施する広島広域都市圏
構成市町在住の中高生を対象とした音
楽教育プログラムです。
4月から指揮者の下野竜也氏をはじ
め、プロの演奏家からの講義や演奏

イベントイベント

▲昨年度のコンサートの様子

▲昨年度のコンサートの様子



受付期間

「プラザ主催事業のご案内」に
関する申込・お問合せは・・・

広島市まちづくり市民交流プラザ

〒730-0036 広島市中区袋町6番36号
（合人社ウェンディひと・まちプラザ）
☎082-545-3911    082-545-3838
MAIL:m-plaza@cf.city.hiroshima.jp
HP http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

さい。
賞  ①～④：［入賞］1 席（1名）

／1万円、2席（2 名）／5千円、3席
（5 名）／3千円［入選］佳作（若干名）
／賞金なし
⑤⑥：［入賞］1 席（1名）／ 3 万円、
2席（2 名）／1万 5千円、3席（3 名）
／1万円
⑦⑧：［入賞］1席（1名）／図書カー
ド 3千円分、2 席（2 名）／図書カー
ド 2 千円分、3 席（5 名）／図書カー
ド千円分［入選］佳作（若干名）/賞
品なし
発　表  令和 7年 7月頃
作品送付先及び問合せ  （公財）広島
市文化財団「市民文芸作品募集」係
〒730-0812 広島市中区加古町4 番 17
号 JMSアステールプラザ内
☎ 082-244-0750  082-245-0246
MAIL  bunka@cf.city.hiroshima.jp
HP  https://artscouncil-hiroshi 

ma.jp/

余暇活用相談会「よか  楽しびとの会」
ちょっとした空き時間からしっかり使
える休日まで、余暇を自分らしくいかす
方法を一緒に考える会です。相談員や
参加者のお話を参考に“いきいき人生”
を考えてみませんか？
日　時  12月21日、令和7年1月18日、
2月15日、3月15日
いずれも土曜  午後 2 時～3 時
場　所  合人社ウェンディひと・まちプ
ラザ（まちづくり市民交流プラザ）
定　員  30人（先着順）
相談員  余暇開発士、健康生きがい
づくりアドバイザー
※希望者には、午後 3 時より個別相談
を行います。相談時間は1組最長 15
分間、2 組程度。
申込方法  電話、FAX、メール、窓口
にてお申し込みください。ただし、定
員になり次第締め切ります。

パソコン講座
エクセルやワードなど、身近なソフト
を使用した、実用的な学習会です。
場　所  合人社ウェンディひと・まちプ
ラザ（まちづくり市民交流プラザ）
北棟 6階マルチメディア実習室
定　員  ①② 30人 ③～⑤ 35人
※申込多数の場合は抽選
申込方法  往復はがき、FAXまたは
メールで講座名・住所・氏名（ふりが
な）・電話番号・FAXでお申込みの方
は FAX番号を記入の上、申込期間内
にお申し込みください。
※電話による受付は行っていません。

パソコンサロン
基本的なパソコン操作に自信のない
方を対象にパソコンを無料開放します。
会場には ICTボランティアがいますの
で、わからないことがあれば気軽にお
たずねください。
日　時  12月1日・8日・15日・22日、
令和 7年 2月2日・9日・16日・23日
いずれも日曜午後 1時半～ 4 時半
申　込  不要
※パソコンの開放台数は 20 台
※パソコンの持ち込みはご遠慮ください。
場　所  合人社ウェンディひと・まちプ
ラザ（まちづくり市民交流プラザ）
北棟 6階マルチメディア実習室

対　象  広島市のふれあい教室に通う
小学校 5 年生～中学校 3 年生
参加費  3,000 円（保険料・食費・薪代・
資料代など）
申込方法  当施設 HP にある「申込
フォーム」か「郵送」でお申し込みく
ださい。郵送の場合、必要事項（事
業名、郵便番号、住所、電話番号、
名前とふりがな、性別、年齢、学校名・
ふれあい教室◯◯・学年、保護者名）
を記入し、110 円切手を貼った返信用
封筒（長形 3 号で宛先を記入）を同
封して下記申込先に申し込んでくださ
い。
申込受付期間  令和 7年 1月1日（水）
～15日（水）【必着】
Ⓓ三滝自然ワンダーランド
みんなで自然体験活動や集団宿泊
生活を体験しましょう。
日にち  令和 7 年 3月 1日（土）～ 2
日（日）
内　容  自然散策、キャンプファイア、
クラフトなど
定　員  36 人（定員を超える場合は
抽選）
対　象  小学校 3 年生～ 6 年生
参加費  2,400 円（保険料・食費・薪代・
資料代など）
申込方法  当施設 HPにある「申込
フォーム」か「郵送」でお申し込みくだ
さい。郵送の場合、必要事項（事業名、
郵便番号、住所、電話番号、名前とふ
りがな、性別、年齢、学校名・学年、
保護者名）を記入し、110 円切手を貼っ
た返信用封筒（長形3号で宛先を記入）
を同封して下記申込先に申し込んでく
ださい。
申込受付期間  令和 7年 1月1日（水）
～15日（水）【必着】

※Ⓐ～Ⓓ共通項目

場　所  広島市三滝少年自然の家・広
島市グリーンスポーツセンター
申込・問合せ   広島市三滝少年自然の
家  〒 733-0802 広島市西区三滝本町
一丁目73 番 20 号
☎ 082-238-6301  082-238-6302

HP  http://www.cf.city.hiroshima.
jp/mitaki-c/

青少年センターからのお知らせ

ヤングフェスタ2025
毎年盛大に開催される広島市青少年
センター全館挙げての、言わば青年の
ための文化祭です！
日　時  令和 7年 3月8日（土）午前
10 時～午後 9 時、3月9日（日）午前
10 時～午後 5時
場　所  広島市青少年センター（中区
基町 5 番 61号）、紙屋町シャレオ西
広場
内　容  青少年センターを利用してい
る青年が中心となってブースを展開。
•ホールや館内でのダンス、演劇、音
楽、各種パフォーマンスショーなど、
小中高校生、大学生から社会人まで
が本気で魅せます！
•わかもの映画祭「若者たちが製作し
た映画」「若者たちを撮影した映画」
を上映します。
•体験コーナーも充実！
対　象  どなたでも
参加費  無料（ただし、各ブースで実
費負担あり）
対　象  どなたでも
問合せ  広島市青少年センター
☎ 082-228-0447   082-228-7074
共　催  ヤングフェスタ2025 実行委
員会、広島市

「第34回市民文芸」作品募集

市民の皆さんの創意あふれる文芸作
品を募集します。入賞・入選作品は、
令和 7年 12月発行予定の市民文芸作
品集「文芸ひろしま」第 34号に掲載し
ます。ふるってご応募ください。
募集期間  11月1日（金）～令和 7年
2月28日（金）
※当日消印有効（メールについては、
令和 7年 3月1日午前 0 時締切）
※窓口受付時間  月～金（12月30日～

1月 3日・13日、2月11日・24日を
除く）の午前 9 時から午後 5時まで
応募資格  広島市内に在住または通
勤・通学している人、広島市内で文芸
活動を行っている人
応募部門  ［一般の部（年齢不問）］
①短歌②俳句③川柳④詩⑤小説・シ
ナリオ・児童文学⑥エッセイ・ノンフィ
クション
［ジュニアの部（小・中学生）］
⑦詩⑧俳句
応募規定  応募作品は日本語による自
作かつ未発表の作品に限ります。
①～③及び⑧：各部門 1人 2 首（句）
まで（はがき等の用紙 1枚に連記）。
④～⑦：各部門1人 1編。400 字詰め
原稿用紙 A4 判（パソコン原稿の場合
はページを20 字×20 行に設定）に、
④ 5 枚、⑤ 50 枚、⑥ 30 枚、⑦ 3 枚
以内
応募方法  応募部門、題名（④～⑦の
み）、氏名（ふりがな）、ペンネーム（ふ
りがな）、年齢、郵便番号、住所、連
絡先（電話番号、メールアドレス）、学
校名・学年（⑦⑧のみ）、広島市外在
住者は、通勤・通学・文芸活動先のい
ずれかの名称と所在地を明記してくだ
さい。④～⑦は作品1部に上記の内容
を明記した別紙 1部を添付してくださ
い。
※応募作品はお返ししません。
※入賞・入選作品（作者名・ペンネーム
を含む）の出版権は主催者に帰属し
ます。
※詳細は下記ホームページをご覧くだ

募 集募 集

▲市民文芸作品集「文芸ひろしま」第 33 号
広島市内の図書館や公民館等でご覧いただけるほ
か、一部書店で販売しています。1,200 円（税込み）

講 座 名 ① Jimdoでホームページ
　作成講座

日 時 令和 7年1/10、1/17、1/24、1/31
毎週金曜（全4回）19:00 ～ 21:00

内 容 無料で簡単にホームページを作成可能
な「Jimdo」を活用したサイト作成実習

対 象 ブラウザの操作ができる方

受 講 料 4,500 円（テキスト代込み）

申込期間 11月1日（金）～12月24日（火）必着

講 座 名 ②初心者のための
　エクセル講座

日 時 令和 7年1/12、1/19、1/26
毎週日曜（全 3 回）13:30 ～15:30

内 容 セル・ブックの取り扱い方・数式を使っ
た表作成等 Excel の基礎学習

対 象 文字入力・パソコンの基本操作がで
きる方

受 講 料 3,500 円（テキスト代込み）

申込期間 11月1日（金）～12月24日（火）必着

講 座 名 ③ゆっくり進めるワード講座

日 時 令和 7年 2/28、3/7、3/14
毎週金曜（全 3回）10:00 ～12:00

内 容 Word の基礎操作をゆっくり学ぶ基礎
講座

対 象 文字入力のできる方（ワード初心者）

受 講 料 3,300 円（テキスト代込み）

申込期間 令和7年1月7日（火）～2月12日（水）必着

講 座 名 ④ゆっくり進めるエクセル講座

日 時 令和 7年 2/28、3/7、3/14
毎週金曜（全 3 回）13:30 ～15:30

内 容 Excel の基礎操作をゆっくり学ぶ基
礎講座

対 象 文字入力のできる方（エクセル初心者）

受 講 料 3,300 円（テキスト代込み）

申込期間 令和7年1月7日（火）～2月12日（水）必着

講 座 名 ⑤はじめてのパワーポイント

日 時 令和 7年 3/2、3/9、3/16、3/23
毎週日曜（全4回）13:30 ～15:30

内 容 パワーポイントの基本的操作を学習
しながらフォトアルバムを作成

対 象 文字入力パソコンの基本操作ができ
る方

受 講 料 4,500 円（テキスト代込み）

申込期間 令和7年1月7日（火）～2月12日（水）必着



紙芝居「なっちゃんのラ
ンドセル」が

伝える豪雨災害と防災

子育て・サークル応援グ
ループMaMaぽっけ・広

島経済大学

地域で起きた災害を学び、未来に生か
す防災授業可部学区自主防災会連合会

「広島市豪雨災害伝承館」が伝える教訓と知識を防災に生かす

一般社団法人梅林学区復興まちづくり協議会

CLOSE UP 03

CLOSE UP 01

CLOSE UP 02

まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「令和7年3月下旬発行予定」です。令和7年4月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。［令和7年1月末日必着］

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、思いやり駐車場は3台分用意
　しています。

※自転車・バイクの方は、近隣の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

プラザHP

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和6年11月29日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36

なかちゃん音楽の輪「まちかどコンサート
～トランペットとピアノの調べ～」を開催しました。
まだ暑さが大いに残る9月22日、1階ロビーをステージとした「まちか
どコンサート」を開催しました。
今回のコンサートは「トランペットとピアノの調べ」。前年度に続き今
回も「LIBRA」のおふたりをお招きし、サポートメンバーを加えた3名
にご出演いただきました。
「アラジンのテーマ」や「ゴッドファーザー愛のテーマ」、「アメージン
ググレイス」など、幅広い世代が楽しめる選曲により、当初の予定を
上回る80名ほどの方にご来場いただき満員御礼となった会場は、2本
のトランペットとピアノ（シンセサイ
ザー）が奏でる素敵な音色で満た
されていました。
外からガラス越しに興味を持って
くださった方や、来館ついでに鑑
賞された方など、当事業の目的で
ある「市民が気軽に立ち寄れる雰
囲気作り」「賑わいの創出」という
点において、大いに達成できたの
ではないかと思います。
12月には、広島少年合唱隊の皆
さまによるロビーでのクリスマスコ
ンサートを計画しています。皆さま
のご来場をお待ちしております。

余暇活用相談会（よか楽しびとの会）が
200回を迎えました！
余暇活用相談会は、相談員や参

加者のお話を参考に、余暇を自分
らしくいかす方法を考える会です。
当初は月に一度、南棟1階ロビーで
開催していましたが、現在は、研修
室等の部屋で開催しています。毎月
異なるテーマを設け、テーマにそっ
たお話や意見交換、希望者には個
別相談をしています。
平成21年より定期開催がはじまっ

た余暇活用相談会は「余暇・よか？
クリニック」、「シニアのための華麗
なる加齢術」、「楽し人のためのあそ
びCafe」、そして「よか楽しびとの会」へと名前を変え、令和6年7月に
200回を迎え、記念事業を行いました。
第一部「余暇活用相談会200回」では、開催当初から携わっている

相談員の紹介や、参加者のスピーチ、今までの余暇活用相談会の振
り返りを行い、第二部「これから？これから！！」では、参加者の自己
紹介やテーブルごとにフリートーキングを行いました。
20名程の参加があり、日々の過ごし方や大事にしていること、これ

からの“いきいき人生”について話しました。参加者同士の交流の場と
なり、お互いに刺激を受け、新た
な発見、楽しみにつながりました。
今後も、新たな気持ちで、参加者
の皆さまが前向きになれるテーマ
で開催していきます。（本誌の
P14.情報の森「プラザ主事事業の
ご案内」で開催日等を掲載してい
ます。）

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！

アンデルセン

Vol.70

2024.11
冬凪号

ふゆなぎ／冬の海の波がお
だやかなこと。冬の海は、西
高東低の気圧配置の影響
で荒れることが多いが、とき
には風もなく波もほとんどた
たないことがある。

広島市
青少年
センター

▶らしっくレポート  大学の知見を地域課題解決に生かす共創空間
▶らしっくコラム  災害を「自分ごと」と捉えて備えられますか?  ▶ようこそ！公民館へ～安佐南区内公民館～
▶人材バンク 名人 宝人 達人  ▶H㎡助成支援団体のご紹介  ▶情報の森  ▶プラザ通信

連載

「命」を守る、記憶をつなぐ

平成26年8月
豪雨災害から
10年

CLOSE UP

▲トランペットとピアノの調べ

▲会場は満員御礼！ ▲記念事業の様子

プラザ通信プラザ通信




